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令和６年度のガバメントクラウドに係る検証事業について

ガバメントクラウド早期移行団体検証事業（1,076団体） 共同利用方式の推進及びマルチベンダーに
おけるシステム間連携の検証事業（20社）

ガバメントクラウド関連の検証事業（令和６年度）

 深掘検証では、ガバメントクラウドに移行するシステムと移行しないシステムとの間での二重基盤やネットワーク管理費用が発生するなどの「構造的な
要因」を確認するとともに、その対策を検討し、「総合的な対策」の検討にも用いられた。

 移行検証では、今後の「ガバメントクラウドの本格利用」と「後続団体のガバメントクラウドの利用開始」に資する実践的な制度運用や知見の整理を
目的として各種検証を実施。課金モデルや運用管理補助者間の責任分界等を整理し、ガバメントクラウド利用における推奨構成※1・GCASガイ
ド等に反映。

 ベンダー検証では、ベンダー間の連携や共同利用方式における費用按分等を念頭においた検証を実施。ガバメントクラウドの適切な利用によるコ
スト最適化のアプローチガイド※2等に反映。

費用面・運用面でより望ましい推奨構成のあり方の
確認や団体ごとの費用見込み等について検証

早期移行団体の取組状況など、後続団体のガバ
メントクラウド利用に資する知見等を収集・整理

共同利用方式における技術面・運用面の課題や
ベンダー間の連携等について検証

深掘検証 移行検証 ベンダー検証

地方公共団体向け ベンダー向け

※各項目の検証結果の概要は次のページのとおり

○ 本事業を通じて、地方公共団体におけるガバメントクラウド移行に係る団体ごとの費用見込みや技術的課題の検証を実施。
○ 深掘検証においては、ガバメントクラウド移行後のシステム運用経費の増嵩等に係る「構造的な要因」及びその対策を確認した
ほか、移行検証及びベンダー検証においては、地方公共団体やベンダーにおける、円滑なガバメントクラウドへの移行作業や
今後の運用最適化に資する実践的・技術的な知見を得た。

○ 本事業で得られた知見は、ガバメントクラウドへの移行作業に活用される各種文書にその内容を反映しているほか、「自治体情報
システムの標準化・ガバメントクラウド移行後の運用経費に係る総合的な対策」（令和７年６月13日デジタル庁決定）の検討
に用いられた。今後は、地方公共団体における「地方公共団体情報システム運用最適化計画」の策定・実施の一助としていただく
ことを想定。

2

移行後の運用経費の増加に対する
総合的な対策

（令和７年６月13日決定）

地方公共団体情報システム運用最適化計画
の策定と実施

（令和８年３月～）

ガバメントクラウド関連文書
（ガバメントクラウド利用における推奨構成、ガバメントクラウドの適切な

利用によるコスト最適化のアプローチガイド、継続的運用経費削減
（FinOps）ガイド、各種GCASガイド等）

※1 令和７年６月改訂 ※2 令和７年３月改訂



深掘検証の検証項目・検証内容・結果概要

深
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証
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団
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け
検
証
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業
）

検証項目 検証・確認内容 検証・確認結果概要

ガバメントクラウド推奨構成の検討

共同利用方式における
費用按分方策の検証

共同利用方式における
アプリケーション分離の検証

マネージドサービスの活用などの
クラウド最適化による費用逓減効果の検証

ガバメントクラウドへのリフト時における
費用対効果の検証1

2

3

4

5

目標管理指標の検証

共同監視基盤などの効率的な
共同利用サービスの検証

その他、デジタル庁と協議の上、
有益であると認められた検証

マルチベンダー又はマルチクラウド構成に
おける効率的な運用の検証6

7

8

9

• 団体が採用する経費削減手法を取り入れ、ガバメントクラウド移行前
後の費用を試算

• 地方公共団体が「推奨構成」を活用するうえでの検討課題
• 団体の検討状況や課題を踏まえて「推奨構成」の更新が必要な項目

• 共同利用する際に必要となる費用按分算出の課題と対応策
• 本稼働後に必要となる「GCASへの按分情報登録」までの手順

• アプリケーション分離におけるデータ分離やアクセス制御等の適切な
セキュリティ対策

• マネージドサービスを活用した場合の経費削減効果
• マネージドサービス活用に向けた課題の抽出・整理

• マルチベンダー構成における効率的・効果的なシステム間連携の実現
性及び課題

• デジタル庁が提供する利用システムダッシュボードや地方公共団体向
けダッシュボードを用いた目標管理指標

• 共同監視基盤を導入するメリット・デメリットや影響

• 選択団体が個別に設定した検証

• オートスケールの適用等により一定の経費削減可能であることを確認
• 更なる経費削減のためには、アーキテクチャの変更等が必要であると

整理

• 検証時点の「推奨構成」に課題はなく、適正であることを確認

• 費用按分方策や実践的な事務フローを整理
• 誤請求リスクを低減する仕組みや、適切な事務フローとして整理

• アプリケーション分離時のDB・ストレージ分離が実現可能であることを
確認

• マネージドサービスへの置き換えにより運用経費全体として経費削減
可能となることを確認

• 連携用のオブジェクトストレージをテンプレートを用いた自動構築とする
ことで、効率的な運用を図ることが可能であることを確認

• 各指標の可視化方法と改善方法を検証し、今後求められる対応を
整理

• 共同監視基盤の導入により、運用経費の削減が可能であることを確
認

• GCAS-SSOへの移行による運用経費の増減が生じないことを確認
• インシデント対応フローが問題なく実施可能であることを確認

※公募時は「暗号鍵管理・消去に係る検証」も検証項目として募集したが、本検証項目を選択する団体がなかったため、検証を実施していない
※検証の詳細は、「令和６年度ガバメントクラウド早期移行団体検証事業報告書（本紙）・（基礎資料）」を参照

○ 深掘検証では、通信回線費の増加やクラウド利用経費の増加等の課題に対し、共同利用方式、マネージドサービスへの置き換
えを行った場合の費用対効果の検証を実施。検証の結果、クラウド利用経費の削減に一定効果は見られるものの、更なる経費
削減に向けては、アーキテクチャの変更を含むクラウド最適化等の検討・実施が必要と整理。
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○ 移行検証では、今後の「ガバメントクラウドの本格利用」や「後続団体のガバメントクラウドの利用開始」にあたって発生する作業や
手続き等の内容を確認。特に円滑なガバメントクラウドへの移行作業や今後の運用最適化に資するものとして、各種運用管理
者の責任分界点の整理やガバメントクラウドへの接続に係る構成等について、各種関連文書（運用管理補助者を調達する際
の仕様書ひな型・ガバメントクラウド利用における推奨構成・GCASガイド等）へ反映。

移行検証の検証項目・検証内容・結果概要

移
行
検
証
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共
団
体
向
け
検
証
事
業
）

課金モデルの検証

移行期間の短縮・
効率的なシステム運用によるコスト検証

一部事務組合・広域連合等のガバメントクラ
ウド利用に関する検証

都道府県のガバメントクラウド利用に関する
検証

ガバメントクラウド運用管理補助者・回線運用管
理補助者・統合運用管理補助者の間における
事務処理及び責任分界点等の検証

GCAS経由での申請・利用フローの検証1

2

3

4

5

6

ガバメントクラウド、庁内ネットワーク及び
LGWAN-ASPサービス間当の連携に関す
る検証

リフト・シフト同時移行に係る検証7

8

• ハードウェアMFAデバイスの管理方法や利用頻度 等

• 為替の影響有無、請求から支払いまでのフロー、支払方法
や支払代行の有無 等

• ガバメントクラウドへの移行期間短縮や効率的なシステム運
用にあたり、実施した取組の内容及び効果

• 一部事務組合・広域連合等システムと自治体個別システム
の構成

• ガバメントクラウドへの移行に期待される効果・課題 等

• 都道府県システムと自治体個別システムの構成
• ガバメントクラウドへの移行に期待される効果・課題 等

• 責任分界の考え方や各運用管理補助者に対する業務委
託内容

• 事業者選定に関する課題 等

• リフト・シフト同時移行団体の移行時の課題や改善要望
等

• ガバメントクラウド上のシステムとLGWAN-ASPサービス等の
外部接続先及び接続方法 等

• 団体が必要なハードウェアMFAデバイスを確保した後、適切な管理のもとで自
庁舎内で保管されている状況を確認

• 多数が為替影響を受けるCSPを採用し、支出官レートよりも高い為替レートを
設定している団体が多数であることを確認

• 監視作業をマネージドサービスに置き換えることで経費削減が可能である

• 多くの団体で費用按分方法の検討及び請求フローの設定が必要であることを
確認

• デジタル庁との情報連絡手段に関する課題を確認

• ネットワーク及び運用保守を都道府県と市町村で個別に構築する団体が一定
数存在することを確認

• ガバメントクラウド移行に向けた都道府県の支援内容を確認

• ガバメントクラウド運用管理補助者の過半数がASP兼務であり、作業範囲及び
責任分界等の整理に課題があることを確認

• リフト・シフト同時移行により「移行期間短縮」「移行作業費用の削減」が実現
可能であることを確認した一方、「作業の複雑化・障害切り分け」を課題として
確認

• LGCSの主な用途として、ガバメントクラウド上の基幹業務システムとLGWAN-
ASPサービスとの連携に利用していることを確認した一方、ルーティングやIPアド
レス設計等に課題があることを確認

※検証の詳細は、「令和６年度ガバメントクラウド早期移行団体検証事業報告書（本紙）」を参照 4

検証項目 検証・確認内容 検証・確認結果概要



ベンダー検証の検証項目・検証内容・結果概要

5※検証の詳細は、「令和６年度共同利用方式の推進及びマルチベンダーにおけるシステム間連携の検証（本紙）・（基礎資料）」を参照

○ ベンダー検証では、ベンダー間の連携やクラウド最適化等を念頭においた検証を実施。特に今後の運用最適化に資するものとし
て、 IaCやサーバーレス化による運用効率化等のクラウド最適化について、ガバメントクラウドの適切な利用によるコスト最適化の
アプローチガイド等へ反映。

○ 継続して検討すべき課題が確認されたため、令和７年度以降も当該検証を継続。

ベ
ン
ダ
ー
検
証

複数団体分離構成の検証ア • 共同利用方式（アカウント分離、ネットワーク分離）における構成 • 共用可能なリソースがあり、コスト最適化やリソース管理効率化の可能性があること
を確認

検証項目 検証・確認内容（代表例） 検証・確認結果概要

運用管理環境の検証イ • 複数アカウントのメトリクス・ログ集約及びアラート通知方法 • モニタリング及びアラート通知をマネージドサービスの活用により効率的に実施できる
ことを確認

効率的な運用方法の検証ウ • 各費用按分方式のメリット・デメリット • 人口規模等に合わせて費用調整が容易である“カスタムスコア按分”の採用が多い
ことを確認

セキュリティ監査方法（セキュリティポリシーガイドラインへの対応確
認）の検証エ • 情報セキュリティポリシーに関するガイドラインに準拠したセキュリティ対策 • ガイドラインに準拠した対応ができることを確認し、監査時に必要となる情報を整理

他社システムとのデータ連携における協議事項、設定事項の検
証オ • 権限設定・連携のタイミング等のベンダ間協議事項 • 協議事項を調整・決定し、検証環境にて問題なく接続できることを確認

他社システムとのデータ連携（ファイル連携、API連携）の検証カ • 他社システムとのファイル連携方法 • 共通機能に提供側・利用側双方がアクセスしファイル連携ができることを確認

データ連携における認証基盤の検証キ • ベンダー間の業務システムと認証認可サーバ間でのデータ連携・疎通 • 他ベンダーの認証認可基盤との疎通・連携が行えることを確認

開発環境に関する検証ク • CI/CDサーバーから各団体アカウントへの効率的な資産配布方法 • 各団体アカウントへ個別及び一括で効率的に資産配布できることを確認

マルチCSP間通信環境に関する検証ケ • 異なるCSP間の接続方法 • AWS・Azure間、AWS・OCI間の接続が可能であることを確認

運用管理指標に関する検証コ • 測定項目の検討とCSPサービスを用いたKPIの可視化方法 • サービスレベル目標（SLO）の観点でCSPサービスで可視化すべき運用管理指標
を確認

費用按分業務と請求フローに関する検証サ • 各按分方式における按分業務と請求フロー

暗号鍵管理と消去等に関する検証シ • 暗号化とデータ消去時の暗号鍵管理方法 • 個別の暗号鍵を用いた暗号処理、暗号鍵の削除ができることを確認

移行困難システムや独自施策システムとの連携に関する検証ス • ガバメントクラウド上のシステムとオンプレミス上のシステムとの連携方法 • ガバメントクラウドとオンプレミスのシステム間におけるファイル連携が問題なく行えるこ
とを確認

共通基盤等の共同利用環境として共通したシステム設計や運用
に関する検証セ • 共同利用環境と本番環境のIPアドレス設計とネットワーク接続方法 • 複数の本番環境から単一の共同利用環境へ正常に接続可能であることを確認

申請管理システムに関する検証ソ • ガバメントクラウド環境上での申請管理システムとの連携機能の動作 • 「ファイル連携に関する詳細技術仕様書」の有効性を確認

ガバメントクラウド移行時の標準的なシステム構成の検証A

ガバメントクラウド移行時の標準的な監視運用の検証B
IaC（Infrastructure as Code）によるインフラ構築効率化
の検証C

システムのモダン化に伴う運用効率化の検証D

販売会社（SIer）を支援する仕組みの検証E

• 既存機能をクラウド標準サービスへ置き換える際の課題 • クラウド標準サービスへの置き換えがコストをかけずに概ね実施可能であることを確認

• デジタル庁が提供するサンプルテンプレートを使用した監視ダッシュボードの
監視機能利用

• サンプルテンプレートを使用した監視ダッシュボードでの監視が実施可能であることを
確認

• IaCによるインフラ構築変更管理手法 • デジタル庁提供のIaCテンプレートやCI/CD環境のガイド活用による構築・運用の
効率化を確認

• サーバーレス実行環境を利用した場合のコスト面の優位性 • EC2とサーバーレス環境のコスト比較の結果、サーバーレス環境の優位性を確認

• ベンダーからAMIを提供しない場合のリリース資源提供方法 • 同様のプログラムファイルとDB更新のスクリプト群の提供による環境構築可能である
ことを確認

• 検証用画面モックを用いた検証を通じ、按分方式別に発生する業務や事務フロー
を確認
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• ガバメントクラウド推奨構成
• 非機能要件の標準

• ガバメントクラウド推奨構成
(改定)

• GCASガイド

R5.4

• 調達仕様書ひな型
• ガバメントクラウド推奨構成

(改定)
• GCASガイド(改定)
• アプローチガイド

【主な狙いとテーマ】
ガバメントクラウド利用時の基
本的内容の整理、運用管理
の在り方整理等に向けた各種
テーマ
• 共同利用環境の整備
（構成・運用の検証等）
• データ連携
（他社システムとの連携における協
議事項、検証事項の検証等）
• マルチクラウド利用

【主な狙いとテーマ】
ガバメントクラウドの実装に向け
た各種テーマ（ベンダ間の連携
や共同利用方式における費用
按分等が念頭）
• 共同利用時の費用按分
（開発環境・費用按分の検証等)
• データ連携
（ﾌｧｲﾙ連携、API連携の検証等）
• アーキテクチャの最適化
（標準的なシステム構成、監視運
用の検証等）

【主な狙いとテーマ】
アーキテクチャの最適化を
目指した各種技術の検証

• データ連携
(ｶﾞﾊﾞｸﾗ利用時における連携方

式の検証等)
• 暗号鍵管理
• ネットワーク
• アーキテクチャの最適化
（IaC,CI/CDパイプライン活用

の検証等）

R8年度事業

【主な狙いとテーマ】
• 基盤最適化の推進
• サービスデリバリー効率化の

推進
• データ連携等に係る課題

検証
＋

• その他のテーマ

【主な狙いとテーマ】
共同利用(費用按分)環境下
におけるコスト検証
• R4検証要素に共同利用

 (費用按分)を踏まえた検証
• 共同利用環境の在り方検証
• ネットワークの在り方検証 など

【主な狙いとテーマ】
アーキテクチャの最適化によるコ
スト検証
• R5検証要素にアーキテクチャ

の最適化を行った検証
• 移行期間の短縮の検証
• 課金モデルの検証 など

R4年度検証

【主な狙いとテーマ】
ガバクラへ既存アプリをリフトし
た場合のコスト検証
• ガバクラへ既存アプリをリフトした
場合のコスト検証

• 可変的リソースの有効活用
(推奨構成)の検証

• 標準非機能要件の検証 など

R5年度検証

R6年度検証 R7年度検証

移
行
後
の
運
用
経
費
の
増
加
に

対
す
る
総
合
的
な
対
策
（
Ｒ
7.

6
）

• ガバメントクラウド推奨構成
(改定)

• GCASガイド(改定)
• 公共SaaS要件
• FinOpsガイド

標
準
化
基
本
方
針
（
Ｒ
4.

10
）

R7.4

発
出
文
書

各
年
次
の
検
証
テ
ー
マ

R5.12公表 R6.9公表

公表準備中16ベンダー参加 20ベンダー参加 18ベンダー参加

59自治体参加11自治体参加 1,076自治体参加

R6年度検証

今回の公表対象

R5年度検証

【参考】ガバメントクラウドに係る検証事業の全体像（時系列）

自
治
体
に
よ
る
運
用
最
適
化
計
画
の

策
定
と
実
施
（
Ｒ
８.

３~

）

運
用
最
適
化
支
援
事
業
の
予
算
成
立

（
Ｒ
７
．
12
）

公募中
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